
スピン・トランスファー・トルクによるスカーミオニウムのダイナミクス
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磁気スカーミオンは摂動に対する安定性と磁壁移動と比較して低電流で駆動できることから近

年注目を集めている ���。この磁気スカーミオンに似た構造に磁気スカーミオニウムと呼ばれる構

造がある ���。磁気スカーミオンにおいてはその中心から遠ざかるにしたがって磁化が反転するの

に対し、磁気スカーミオニウムにおいては磁化は �回転する。エネルギーが最低となるよう変分

原理を用いて、磁気スカーミオニウムの磁気構造を計算した結果を ���� �に示す。今回の講演で
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をマイクロ・マグネティクス・シミュレーションで解くことにより、スカーミオニウムのダイナ

ミクスについて研究したので報告する。ここで、��� � �
�
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は有効磁場、�は電子の磁気回

転比、�� は真空の透磁率、�はギルバートダンピング定数、� �
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スピン・トランスファー・トルク �����である。ただし、� はディラック定数、� はスピン分極

率、� は素電荷、�は非断熱定数、 �は電流密度である。計算の際には、物性パラメータとして、

� � ���、�� � ���  !�"、交換スティフネス係数 � � �� #$�"、ジャロシンスキー守谷相互作用定

数 � � % "$�"�、異方性定数 � � ��� &$�"� 、� � ��%、� � ��%を用い、�軸負の方向に電流密度

	� � ��!�"� を与えた。���を受けると磁気スカーミオニウムは ���� �に示すように �軸正方向

へ移動する。当日の講演では磁気スカーミオニウムと磁気スカーミオンそれぞれのダイナミクス

の比較についても議論する。
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jx = 1 TA/m2

t = 0 ns t = 5 ns
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